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1. 用紙サイズについて

Create!Form で作成可能な帳票の用紙サイズを以下に一覧します。

表：用紙サイズ一覧

用紙名称 ポイント インチ ミリメートル

A3nobi 1284 × 930 － 453�0 × 328�1

A3 1191 × 842 － 420�2 × 297�0

A4 842 × 595 － 297�0 × 209�9

A5 595 × 420 － 209�9 × 148�2

A6 420 × 297 － 148�2 × 104�8

B4 1032 × 729 － 364�1 × 257�2

B5 729 × 516 － 257�2 × 182�0

B6 516 × 365 － 182�0 × 128�6

Hagaki 420 × 283 － 148�2 × 100�2

EnvelopeT3 666 × 340 － 235�0 × 119�9

EnvelopeT4 581 × 255 － 205�0 × 90�0

EnvelopeY4 666 × 297 － 235�0 × 104�8

Monarch 540 × 279 7�5 × 3�875 －

Statement 612 × 396 8�5 × 5�5 －

Executive 756 × 522 10�5 × 7�25 －

Letter 792 × 612 11 × 8�5 －

Legal 1008 × 612 14 × 8�5 －

Tabloid 1224 × 792 17 × 11 －

Ledger 792 × 1224 11 × 17 －

free － － －

15 × 11 (inch) － 15 × 11 －

12 × 11 (inch) － 12 × 11 －

10 × 11 (inch) － 10 × 11 －

8.5 × 8 (inch) － 8�5 × 8 －

9.5 × 4 (inch) － 9�5 × 4 －

9.5 × 4.5 (inch) － 9�5 × 4�5 －

EnvelopeT3、EnvelopeT4、EnvelopeY4 はそれぞれ封筒の長形 3号、長形 4号、洋形 4号のサ

イズです。

free サイズでは、任意の用紙サイズをミリメートル単位で指定することができます。指定可

能な最大値は 3527(mm) × 3527(mm) です。

free サイズは定形外の用紙サイズを扱う場合に使用します。free サイズでプリンターにない

用紙サイズを指定した場合は、用紙切り換えが正しく行えない場合があります。

*× *(inch) の用紙サイズは、ラインプリンター用の代表的な用紙サイズになります。
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2. プリンターの設定

印刷データの出力先が未指定の場合は、Windows で通常使用するプリンターがデフォルトの出

力先として使用されます。印刷実行においては、Windows 環境で定義されている複数のプリン

ターを出力先として指定して印刷を行うことができます。なお、印刷実行時にデフォルト以外

の複数の出力先を指定するには、予めその出力先をマネージャーの [ プリンター設定 ] で定義

しておく必要があります。

ここでは、このプリンターの設定方法および、印刷実行時の出力先の指定方法について説明し

ます。

2-1�プリンター設定方法

プリンター設定方法としては以下の 2通りの方法があります。

・マネージャーのツールメニュー [設定 ]-[ プリンター ]を選択

・マネージャーのツールボタン [プリンター ]を選択

図：Create!Form プリンター設定画面

[Create!Form で使用するプリンター ]
default 及び PRTn として最大 100 個の出力先を定義することができます。

[default]

印刷実行時に出力先の指定がされていない場合に、この "default" の出力先が使用されます。

<< 注意 >>

この [default] プリンターの設定は Windows の通常使用するプリンターの設定とは異なり

ます。そのため、Windows の通常使用するプリンターの設定を変更しても [Create!Form プ

リンター設定 ]へは反映されません。

[PRT1 - PRT99]

ここへ "default" 以外の出力先として指定するプリンターを 99 個まで定義することができま

す。
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[ トレイ設定 ]
PrintStage ランタイム用の給紙トレイを設定します。

※トレイ設定については後述の「12. プリンター給紙トレイの割り当て (PrintStage)」を

　ご覧ください。

[ 更新 ]
[ プリンターの割り当て ]の [プリンター ]で選択したプリンターを [Create!Form で使用す

るプリンター ]へ定義します。

[ テスト印刷 ]
選択されたプリンターにテストデータを出力します。

<< 注意 >>

このテスト印刷の機能は、PostScript プリンターを選択した場合のみ利用可能です。

PostScript 非対応のプリンターでテスト印刷を行った場合は、印刷エラーとなります。

[ 終了 ]
Create!Form プリンター設定を終了します。

2-2. プリンター設定手順

1.[Create!Form で使用するプリンター ] から "default"、または "PRT1" から "PRT99" のいず

れかを選択します。

2.[ プリンターの割り当て ] から設定するプリンターを選択し、[ 更新 ] ボタンをクリックし

ます。

3.PostScript 対応プリンターで、テスト印刷を行う場合は、[テスト印刷 ]ボタンをクリック

します。正常に印刷実行が行われると、左下隅 5cm 四方に製品ロゴ文字が印刷されます。

<< 注意 >>

テスト印刷は、PostScript プリンターを選択した場合のみ利用可能です。PostScript 非対

応のプリンターでテスト印刷を行った場合は、印刷エラーとなります。

印刷実行時のプリンター指定方法
印刷実行時のプリンターの出力先指定のオプションは、"-#" です。この出力先指定オプショ

ンは、"-#PRT1" のように記述します。

この場合、[Create!Form で使用するプリンター ]の [PRT1] に設定されたプリンターが出力先

として指定されたことになります。

2-3�ネットワークプリンターへの印刷

ネットワークプリンターへの印刷は、Windows の印刷設定に依存します。

つまり、Windows からネットワークプリンターへの印刷が可能であれば、Create!Form でも同

様にネットワークプリンターへの印刷が可能です。

また、UNIX に接続されたプリンターも Windows から印刷が可能であれば、同様に Create!Form

でも印刷可能となります。

ただし、これらのネットワークプリンターへの印刷を行う場合は、事前に Create!Form から [プ

リンター設定 ]を行って、ネットワークプリンターを設定しておく必要があります。
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2-4.「通常使うプリンター」の設定による印刷

Print ランタイム、PrintStage ランタイム実行時の出力先指定オプションを使用しないで、

Windows の「通常使うプリンター」の設定を使用して印刷実行を行う場合は、QDF ファイルへ

以下のパラメーターを追加してください。

/usewindefaultprinter

このパラメーターの追加によって、Windows のプリンター設定で「通常使うプリンター」に設

定されたプリンターへ印刷実行が行われます。

※QDFファイルについての詳細はマネージャーのメニュー[ヘルプ]-[オンラインマニュアル]

から「3. 機能リファレンス」-「3.12 ユーティリティ」-「QDF エディター」をご覧ください。

<< 注意 >>

このパラメーターは Windows 版の Print ランタイム、PrintStage ランタイムに有効です。

Linux 版でこのパラメーターを指定した場合は、警告メッセージが表示されます。
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3. 両面印刷の指定

一般的な帳票では片面の印刷がほとんどですが、帳票によっては 1 枚の紙の表と裏の両面に印

刷する場合があります。ここでは、両面印刷の指定方法について説明します。

なお、両面印刷を行うためには、プリンターが紙の反転給紙を行う両面印刷機能に対応してい

る必要があります。

両面印刷の指定方法としては、以下のいずれかの方法があります。

<< 注意 >>

両面印刷の指定については、Print ランタイム、PrintStage ランタイムで有効です。

3-1. マネージャーのジョブユニットのプロパティから両面印刷を指定する

ジョブユニットのプロパティ画面の [ 印刷 ] タブにある [ 両面印刷 ] の項目を [ 両面 ] に指定

します。

図：ジョブユニットのプロパティ画面 (印刷 )

3-2. 印刷実行時に両面印刷オプションを指定する

印刷実行時のオプションに [-Sd]、[-Sdt]、[-Sdr]、[-Sdtr] のいずれかを指定します。

[-Sd] 両面印刷

[-Sdt] 両面印刷 (Tumble)

[-Sdr] 両面印刷リセット

[-Sdtr] 両面印刷 (Tumble) かつ 両面印刷リセット

両面印刷には「短辺綴じ」と「長辺綴じ」があり、Tumble 印刷を有効にすると「短辺綴じ」

になります。
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図：両面印刷 (Tumble)

両面印刷リセットは、ジョブユニットが切り替わった際に有効となります。

両面印刷リセットを有効にしたジョブユニットを印刷した場合、表面で印刷が終了していても、

次のジョブユニットは必ず次の紙の表面から印刷されます。
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4. 位置の指定

用紙内で帳票全体の印刷位置を縦方向と横方向で指定することができます。単位はミリメート

ル (mm) で現在の位置からの移動量で指定します。

印刷位置の指定には、印刷ジョブ単位で行う場合と、印刷環境 ( プリンターハードウェア ) で

行う場合とがあります。

<< 注意 >>

印刷ジョブ単位による印刷位置の指定は Print および PrintStage のみで有効な設定です。

また、印刷環境での位置の指定は Print のみで有効な設定です。

なお、縦方向に関しては、Print と PrintStage で移動方向が異なります。

Print は設定した値だけ上へ、PrintStage は設定した値だけ下へ移動します。

4-1. 印刷ジョブ単位での位置の指定

(適用例 )

・余白をあまり取らずにレイアウトしてしまった帳票を少し縮小して、用紙の中央へ移動

して印刷する。

・B4 サイズでレイアウトした帳票を A4 に入る大きさに縮小して位置を整えて印刷する。

印刷位置の指定方法としては、以下のいずれかの方法があります。

1. マネージャーのジョブユニットのプロパティから位置を指定する
印刷ジョブ単位での位置の指定は、マネージャーのジョブユニットのプロパティ画面の[印刷]

タブにある [位置 ]の項目を設定します。

図：ジョブユニットのプロパティ画面 (印刷 )

2. 印刷実行時に位置の指定オプションを指定する
印刷実行時のオプションに [-Smx] と [-Smy] を指定します。

[-Smx] 横方向

[-Smy] 縦方向
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位置の指定での [横方向 ]と [縦方向 ]はそれぞれミリメートル単位で指定します。

帳票の印刷位置は、指定された値だけ右方向・上方向 (マイナスの値の場合は左方向・下方向 )

に移動して出力されます。

位置の指定オプションは、[-Smx] と [-Smy] です。このオプションに続けて位置の移動量を指

定します。

例えば、10mm 上方向に移動して出力する場合は [-Smy10] と印刷実行時のオプションに指定し

ます。

4-2. 印刷環境での位置の指定

(適用例 )

・開発環境で作成した帳票を運用環境へ移行して印刷した際に、印刷位置が異なってしまっ

た。

印刷環境での位置の指定を行う場合は、QDF ファイルを使用します。

QDF ファイルに印刷位置を指定しておくことで、その QDF ファイルを指定して印刷実行された

すべて帳票の印刷位置が変更されます。

QDF ファイルへ印刷位置を指定するには、QDF エディター上の [ 印刷位置補正 (/

adjustbasepoint=)] の項目を設定します。

※ QDF エディターについてはマネージャーのメニュー [ヘルプ ]-[ オンラインマニュアル ]か

ら「3. 機能リファレンス」-「3.12 ユーティリティ」-「QDF エディター」をご覧ください。

図：QDF エディター

<< 注意 >>

印刷ジョブ単位での位置の指定値は、印刷環境での位置の指定値へ加えられて印刷位置が

決まります。
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5.Windows 印刷環境の問題について

Print ランタイムが出力した印刷データーは、プリンターへ送られる過程の中で、いくつかの

ソフトウェアやハードウェアを介します。しかし、いくつかのソフトウェアやハードウェアを

介した印刷データは、加工されることなくそのままプリンターへ送られている必要があります。

以下では、Windows 印刷環境の問題について記述します。

5-1�印刷データの経路

印刷実行によって出力された印刷データは次のような経路を介してプリンターへ送られます。

ローカル
ランタイム製品 -> プリンタードライバー -> ローカルポート -> ケーブル -> プリンター

プリンタードライバーとローカルポート間は、Windows のプリントーマネージャーによって管

理されています。

なお、プリントーマネージャーを使用しない場合は、印刷データを送出し終わるまで PC が占

有されることになります。この接続方法において、最も問題となるのはプリンタードライバー

です。その他、ケーブルとプリンターとの接続方法です。

リモート
ランタイム製品 -> プリンタードライバー -> ネットワークドライバ ー -> NIC -> ネット

ワーク環境 -> プリンター

この接続方法において、最も問題となるのはプリンタードライバーとネットワークドライバー

間の連携です。ネットワーク環境が正しく構築されていても、使用しているプリンタードライ

バーの出力先がネットワークドライバーの管理下になっていなければ、印刷データが正しいプ

リンターへ送られません。その他、プリンターへ送られる前のネットワーク環境で、概して言

えばプリントサーバーの環境です。この環境にはいくつかの形態が存在します。

最もシンプルな形態としては、直接ネットワークに接続されたネットワークプリンターや、小

型のハードウェアプリントサーバーを利用したネットワークプリンターです。これらの形態で

は比較的印刷環境に問題はありません。しかし、PC ベースのネットワークによるプリントサー

バー等では、印刷データを加工しない設定になっている必要があります。正しく印刷実行が行

えない場合は、プリントサーバーの設定内容を十分に確認してください。

また、UNIX ベースのネットワーク環境のプリンターを利用する場合も設定内容は十分に確認

してください。他にも、プリンターを新たに UNIX ホストへパラレルで接続した場合に正しく

印刷されない場合は、プリンターケーブルと接続方法を十分に確認してください。

5-2�プリンタードライバーの選択

ランタイム製品によって生成された印刷データは、Windows プリンタードライバーに対して出

力されます。プリンタードライバーは、印刷データの最初の出力先となり、ここでは印刷デー

タの加工は行われず、次の出力先へのパイプの役目を果たしています。通常は、Windows のコ

ントロールパネルのプリンターに PostScript のプリンタードライバーが設定されていれば、

正しく印刷実行されます。もし、印刷実行の際にエラーメッセージが表示されて正しく印刷が

行われない場合は、マネージャーの [プリンター ]から Create!Form で使用するプリンターを

変更してください。マネージャーの [プリンター ]から Create!Form で使用するプリンターを

変更する場合、使用しているプリンターのプリンタードライバーでなくても PostScript プリ

ンターのドライバーであれば問題ありません。Windows には標準でいくつかの PostScript プ
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リンタードライバーが用意されており、PostScript プリンタードライバーの多くは、PS とい

う名称が付加されています。

なお、マネージャーの [ プリンター ] で設定した内容は、他のソフトウェアの印刷実行には影

響しません。

5-3�リモートプリンターへの印刷

Windows環境にてPrintランタイムからリモートプリンターへ印刷実行する際には、ネットワー

クの印刷環境を正しく設定する必要があります。完全なネットワークプリンターの場合は、そ

のプリンター名がネットワーク端末名として登録されているため、問題なく印刷実行が行えま

す。しかし、プリンタードライバーの接続先 ( ポート ) がネットワークドライバー ( 出力先が

ネットワークへリダイレクトされる ) で管理される場合、プリンタードライバーの出力先の

ポートに出力先のプリントサーバーのホスト名およびプリンター名が指定されている必要があ

ります。ネットワークの印刷環境が正しく設定されている場合は、UNIX ホストに接続された

リモートプリンター、または PC のネットワークに用意されたプリントサーバーのリモートプ

リンターへも印刷実行することが可能です。

5-4�印刷テスト

マネージャーの [Create!Form プリンター設定 ]から Create!Form で使用するプリンターを定

義することができます。

なお、定義されたプリンターは印刷テストを行うことで、印刷可能かどうかをテストすること

ができます。

印刷テストは以下の手順で行います。

1. マネージャーのツールメニュー [設定 ]-[ プリンター ]を選択します。

2.[Create!Form で使用するプリンター ]から印刷テストを行うプリンターを選択します。

3.[ テスト印刷 ]ボタンをクリックします。正常に印刷実行が行われると、左下隅 5cm 四方

　に製品ロゴ文字が印刷されます。
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6. 給紙トレイの指定

通常は給紙トレイの位置に関係なく、用紙サイズで指定した用紙の準備されているトレイが使

用されます。しかし、複数の給紙トレイに同一サイズの用紙が準備されている場合などは、給

紙トレイの指定を行う必要があります。

給紙トレイのの指定方法としては、以下のいずれかの方法があります。

6-1. マネージャーのジョブユニットの編集から給紙トレイを指定する

マネージャーのジョブユニットの編集画面の [ 用紙 ] タブにある [ トレイ ] の項目を設定しま

す。

図：ジョブユニットの編集画面 (用紙 )

給紙トレイを [給紙トレイ ]の項目から指定します。

6-2. 印刷実行時に給紙トレイをオプションで指定する

印刷実行時のオプションに[-St]を指定します。このオプションに続けて給紙トレイ番号(1-6)

を指定します。例えば、トレイ番号 3 を給紙トレイに指定する場合は、[-St3] と印刷実行時

のオプションに指定します。

この指定によって、印刷実行時は強制的に指定したトレイから給紙が行われます。

<< 注意 >>

給紙トレイの数やトレイリストのトレイ番号が実際にどのトレイと対応しているかは、プ

リンターに依存しています。そのため、トレイ番号が上から順に 1,2,3 と割り当てられて

いない場合があります。

※トレイ番号の詳細については、プリンターに付属のマニュアルをご覧ください。

なお、Print ランタイムを実行したときに給紙トレイの指定を行っても正しく給紙が行われな

い場合、QDF ファイルにプリンター機種ごとの PPD ファイルを指定する必要があります。プリ

ンター機種ごとの PPD ファイルについては、各プリンターメーカー様よりダウンロードを行っ

てください。



14

Create!Form V12 印刷設定

なお、ダウンロードした PPD ファイルについては、QDF エディターの PPD ファイルの項目から

指定することができます。

印刷実行時に QDF ファイルを指定するオプションは [-q] です。[-q] に続いて指定する QDF

ファイル名を指定してください。例えば、QDF ファイル名 [sample.qdf] を指定する場合は、

[-qsample.qdf] と印刷実行時のオプションに指定します。
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7. 排紙トレイの指定

排紙トレイの設定を行うことができます。

排紙トレイのの指定方法としては、以下のいずれかの方法があります。

<< 注意 >>

ここで説明する内容は、Print ランタイムでのみ有効な設定項目です。

※ PrintStage ランタイムで排紙トレイを指定したい場合は、プリンタードライバーで指定

してください。

7-1. マネージャーのジョブユニットの編集から排紙トレイを指定する

マネージャーのジョブユニットの編集画面の [ 用紙 ] タブにある [ トレイ ] の項目を設定しま

す。

図：ジョブユニットの編集画面 (用紙 )

排紙トレイを [排紙トレイ ]の項目から指定します。

7-2. 印刷実行時に排紙トレイをオプションで指定する

印刷実行時のオプションに [-So] を指定します。このオプションに続けて排紙トレイ番号 (0-

24)、フェイスアップ (a)、オプション (b) を指定します。例えば、トレイ番号 3を排紙トレイ

に指定する場合は、[-So3] と印刷実行時のオプションに指定します。

[-So0] default トレイ

[-Sox] 番号が付与されたトレイ ※ xは、1から 24 のトレイ番号を指定します。

[-Soa] フェイスアップトレイ

[-Sob] オプショントレイ

フェイスアップトレイとは、印刷面を上向きにして排紙するトレイです。
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この指定によって、印刷実行時は強制的に指定したトレイから排紙されます。

※トレイ番号の詳細については、プリンターに付属のマニュアルをご覧ください。

なお、排紙トレイの指定を行っても正しく排紙されない場合、QDF ファイルにプリンター機種

ごとの PPD ファイルを指定する必要があります。プリンター機種ごとの PPD ファイルについて

は、各プリンターメーカー様よりダウンロードを行ってください。

ダウンロードした PPD ファイルについては、QDF エディターの PPD ファイルの項目から指定す

ることができます。

印刷実行時に QDF ファイルを指定するオプションは [-q] です。[-q] に続いて指定する QDF

ファイル名を指定してください。例えば、QDF ファイル名 [sample.qdf] を指定する場合は、

[-qsample.qdf] と印刷実行時のオプションに指定します。
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8. 印刷詳細設定

印刷詳細設定により、特殊なトレイの指定、用紙の種類、ホチキス止め等のプリンターが持つ

固有の設定を行うことができます。

<< 注意 >>

ここで説明する内容は、Print ランタイムでのみ有効な設定項目です。

※ PrintStage のプリンターの給紙トレイ設定については後述の「12. プリンター給紙トレ

イの割り当て (PrintStage)」をご覧ください。

印刷詳細設定を行う場合は、マネージャーのジョブユニットのプロパティ画面の [ 印刷詳細 ]

タブの項目を設定します。

図：ジョブユニットのプロパティ画面 (印刷詳細 )

印刷詳細設定を行う場合は、[印刷設定ファイルを使用する]にチェックを入れ、[対象PPDファ

イル ]の項目を選択してください。

[ 対象 PPD ファイル ] の項目を選択すると、[ 対象プリンター名 ] が表示されますので、内容

が正しいか確認してください。なお、対象 PPD ファイルは QDF ファイルで指定した PPD ファイ

ル名と同一にしてください。

印刷詳細設定を新規に作成する場合は、[新規作成 ]ボタンをクリックします。

また、印刷詳細設定の設定を変更する場合は、[印刷設定ファイル名 ]を選択後に [設定変更 ]

ボタンをクリックしてください。

※ [印刷設定ファイル名 ]は [対象 PPD ファイル ]を選択後に表示されます。
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図：印刷詳細設定画面

マネージャーのジョブユニットのプロパティ画面の [ 印刷詳細 ] タブにある [ 新規作成 ] ボタ

ンまたは [ 設定変更 ] ボタンをクリックすると、印刷詳細設定画面が表示されます。この画面

から印刷詳細設定を行います。

[詳細設定項目 ]から設定項目をクリックすると、右側のリストへ設定値が表示されます。

設定を変更する場合は、設定値を選択します。

※設定済みの詳細設定項目には先頭に [*] が付加されます。

詳細設定終了後は、[保存ファイル名 ]および [コメント ]を入力して [保存 ]ボタンをクリッ

クしてください。

※詳細設定項目に表示される設定項目は、プリンターの PPD ファイルによって異なります。詳

細については、プリンターに付属のマニュアルをご覧ください。

※ [ 保存ファイル名 ] および [ コメント ] に利用できる文字は、半角英数字、記号、JIS 第 1

水準漢字、JIS 第 2 水準漢字となります。

<< 注意 >>

印刷詳細設定を行うと、設定した情報をユーザー設定（共通）フォルダーの [styppd] フォ

ルダーに保存します。

ユーザー設定（共通）フォルダーはマネージャーの[ヘルプ] - [バージョン情報] - [バー

ジョン情報詳細 ]で確認できます。

Linux 等の別環境で使用する場合は、必ず別環境にある [styppd] ディレクトリにバイナリ

転送を行ってください。なお、トレイ指定や両面印刷等において、特に問題がなければ印

刷詳細設定を行う必要はありません。

また、印刷詳細設定を行う場合、マネージャーのジョブユニットのプロパティ画面にある

以下の設定項目は必ず [デフォルト ]に設定してください。

・[用紙 ]タブ トレイ設定

・[印刷 ]タブ 両面印刷設定
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9.EOF コード

EOF(End Of File) や EOT(End Of Text) と呼ばれるコード (04h:16 進の 04) がありますが、こ

れはデータ処理 (一般には通信上 )において一つのデータの終了を表しています。

PostScript プリンターに対しては、EOF コードはジョブのクリアを実行させます。プリンター

は EOF コードによって、今まで行っていた処理を完全に終了し、処理前の状態に戻します。

例えば、何らかの異常データが溜まっている状態のプリンターに正常な印刷データを送る場合、

印刷データに先立って EOF コードを送出しておけば、異常データはクリアされ、印刷データを

確実に印刷することができます。

なお、QDF ファイルのオプションから EOF コードの付加を制御することができます。

オプションが未指定の場合には、印刷データの先頭と最後に EOF コードを付加した印刷データ

を生成します。

オプションの指定方法は以下の通りです。

1. ファイルへの出力指定時

"-o" オプションによるファイルへの出力時は EOF コードの付加はありません。

2.QDF ファイルによる指定時

EOF コード (0x04) の制御

"ジョブの後ろに付加 (/eofcharnotrequired2)" 印刷データの最後に EOF コードを付加する。

"ジョブの前後に付加 (キーワードなし)" 印刷データの先頭と最後にEOFコードを付加する。

"付加しない (/eofcharnotrequired)" 印刷データに EOF コードを付加しない。

3. オプションによる指定時

印刷実行オプション

"-w1" 印刷データに EOF コードを付加しない。

"-w2" 印刷データの最後に EOF コードを付加する。

オプション指定なし 印刷データの先頭と最後に EOF コードを付加する。

以上のそれぞれのオプション指定方法において、優先順位は以下の通りです。

(高 )ファイルへの出力指定時 > QDF ファイルによる指定時 > オプションによる指定時 (低 )

<< 注意 >>

UNIX 環境において、PostScript ビューアー等を使用する場合は、EOF コードの付加は行わ

ないでください。また、ネットワークプリンター環境において、EOF コードが付加されてい

ると、印刷が正しく行われない場合があります。このような場合は、EOF コードの付加を行

わない設定を使用してください。

EOF コードの付加は、印刷環境に応じて適切に使用してください。
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10. エラーページ

Print ランタイムにおいて、印刷処理が正常に行われない場合、エラーページが印刷されるこ

とがあります。

場合によっては、正常に印刷されていても、エラーページが余分に印刷されていたり、何も印

刷されない場合があります。

エラーページが印刷されてしまう原因について以下に説明します。

1. エラーページだけ印刷される

用紙の中央下の位置の網掛けボックスにエラー文字が記述されたエラーページが印刷された場

合は、Print ランタイムから出力されたエラーページです。

エラーの内容は英文で記述されており、以下のようなエラーページが存在します。

・フォームがダウンロードされていない

指定した Form ファイルが作業ディレクトリに存在していないため、Print ランタイムから

エラーページが出力されています。

Formファイルが正しく作業ディレクトリに存在しているか確認してください。また、Jobファ

イルに登録されている Form ファイルや Form ファイルから参照されているサブフォームの

存在を確認してください。

・初期化が行われていない

初期化を行わずに、QDF ファイルなしの印刷データを処理しようとしたため、Print ランタ

イムからエラーページが出力されています。

QDF エディターにて [辞書を毎回送出 (/dictsendeachjob)] 設定を有効にして印刷実行を

行ってください。

2. 余分にエラーページが印刷される

帳票は印刷されているが、余分にエラーページ ( 網掛けボックスではない ) が印刷される場合

です。これは、EOF コードを受け付けない印刷環境において、EOF コードの付加を行っている

ためエラーページが印刷されている可能性があります。

QDF エディターにて [EOF コード (0x04) の制御 ]を [付加しない (/eofcharnotrequired)] 設

定を有効にして印刷実行を行ってください。

3. 何も印刷されない

印刷データはプリンターへ送られているが、印刷が実行されない場合です。

これは、Print ランタイムが印刷データを出力してからプリンターに印刷データが送られるま

での間に、印刷データの加工がされている可能性があります。主に、ネットワーク環境のプリ

ンター等で起こりやすい現象です。

プリンターに印刷データが送られるまでの間に、印刷データの加工が行われていないか確認し

てください。
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11�Nup

1 枚の用紙に 1 ページ ( 標準 ) か、縮小して複数ページをレイアウトして印刷実行する方法を

Nup 印刷といいます。

なお、この Nup 印刷は Print ランタイムでのみ有効です。

プリンターによっては、Nup 印刷をプリンター側の機能として用意している機種もありますが、

ここではプリンター機種に依存しないCreate!Formの機能によるNup印刷について説明します。

Nup 印刷は、マネージャーのジョブユニットのプロパティ画面の [ 印刷 ] タブにある [ 印刷数

/頁 ]の項目を設定します。

Create!Form の Nup 印刷では、1up、2up、4up の設定に対応しています。

図：Nup 印刷

縮小率は縦横共に均一です。印刷頁のレイアウト ( 順序 ) は図に示す通りで、変更指定には対

応していません。

Nup 印刷はプリンターに依存することなく指定可能ですが、出力時に使用する QDF ファイルに

Nup 用サブ辞書が設定されている必要があります。

設定は以下の手順にて行います。

1. マネージャーのツールメニュー [ツール ]から [QDF エディター ]を起動します。

2.QDFエディターのツールメニュー[ファイル]-[開く]で対象のQDFファイルを開きます。

3.[ サブ辞書 ]に "nup" が記述されているか確認します。

4."nup"が記述されていない場合は、[サブ辞書]の項目にある[参照]ボタンをクリックし、

　"nup" を選択します。

5.[ 保存 ]ボタンをクリックして QDF ファイルを保存します。

Nup 印刷の印刷実行オプションは [-Sn] です。[-Sn] に続けて指定するページ数 (1,2,4) を記

述します。例えば、4up 印刷の指定は [-Sn4] と印刷実行時のオプションに指定します。
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12.QDF ファイル (辞書定義ファイル )

プログラムフォルダーには拡張子が [.qdf] という QDF ファイル (辞書定義ファイル )が存在

します。

プログラムフォルダーはマネージャーの[ヘルプ]-[バージョン情報]-[バージョン情報詳細] 

で確認できます。

この QDF ファイルには、印刷ジョブや印刷環境に合わせた印刷データを生成するための各種設

定が記述されています。印刷実行において問題が発生した場合は、この QDF ファイルの内容を

変更することで問題を回避できる場合があります。QDF ファイルにはいくつかのキーワードや

パラメーターが存在しており、これらは QDF エディター上から設定を行います。なお、この

QDF ファイルには標準 QDF ファイル (default.qdf) というファイルがプログラムフォルダーに

用意されています。この標準 QDF ファイルは、標準的な印刷ジョブを想定した印刷データの制

御設定が記述されています。また、この QDF ファイルは任意で作成して印刷実行時のオプショ

ン [-q] で指定することが可能です。この [-q] オプションは省略することも可能で、省略した

場合は標準 QDF ファイル [default.qdf] が印刷実行時に使用されます。

※QDFファイルの詳細についてはマネージャーのメニュー[ヘルプ]-[オンラインマニュアル]

から「3. 機能リファレンス」-「3.12 ユーティリティ」-「QDF エディター」をご覧ください。
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13. プリンター給紙トレイの割り当て (PrintStage)

13-1. 概要

PrintStage ランタイムでは、プリンターごとに給紙トレイを割り当てることが可能です。

この機能を利用すると、PrintStage ランタイムの給紙トレイの設定 (10 パターン )へ各プリ

ンターが独自に持っている給紙トレイを自由に割り当てることができます。

これによって、印刷運用環境のプリンターが変更されてトレイの名称が異なった場合でも、

PrintStage の資源ファイルの設定や上位プログラムが影響を受けることなく、給紙トレイの

設定を変更することができます。

例：印刷対象プリンターをプリンター Aからプリンター Bに変更する場合

Create!Form プリンター A プリンター B

給紙トレイ 給紙トレイ Input_Tray

----------------------------------------------

トレイ 1 第 1 トレイ MANUAL( 手差し )

トレイ 2 第 2 トレイ UPPER_TRAY

トレイ 3 第 3 トレイ MIDDLE_TRAY

トレイ 4     -     LOWER_TRAY

トレイ 5     -           -

トレイ 6     -           -

テサシ  手差しトレイ MANUAL_2

トクシュ 1     -           -

トクシュ 2     -           -

----------------------------------------------

この時、Create!Form でトレイ 1からの出力設定としている場合は、プリンター Aでは第 1ト

レイ、プリンター Bでは手差しから出力されます。

プリンター給紙トレイ割り当て機能では、例えばプリンター B に対して以下のような給紙トレ

イの割り当てに変更することができます。

Create!Form プリンター B

給紙トレイ Input_Tray

------------------------------

トレイ 1 UPPER_TRAY

トレイ 2 MIDDLE_TRAY

トレイ 3 LOWER_TRAY

トレイ 4       -

トレイ 5       -

トレイ 6       -

テサシ  MANUAL( 手差し )

トクシュ 1 MANUAL_2

トクシュ 2       -

------------------------------

[MANUAL( 手差し )] 設定から [UPPER_TRAY] 設定に変更することで、プリンター Bでも通常の

給紙トレイである [UPPER_TRAY] から給紙されます。
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13-2. 割り当て方法

給紙トレイの割り当ては、マネージャーのツールメニュー [設定 ]-[ プリンター ]を選択しま

す。

図：Create!Form プリンター設定画面

[Create!Form で使用するプリンター ]より給紙トレイの割り当てを行うプリンターを選択し、

[トレイ設定 ]ボタンをクリックします。

図：トレイ割り当て設定画面

① Create!Form の給紙トレイ設定で選択可能なトレイ名
②現在割り当てられているトレイ名
③対象プリンターのドライバーから取得したトレイ名
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13-3. 割り当て

②より、割り当てを行うトレイ名を選択します。

割り当て設定が完了したら、[OK] ボタンをクリックして保存します。

※この時点ではまだ割り当て設定が確定していません。確定するためには、Create!Form プリ

ンター設定画面の [更新 ]ボタンをクリックしてください。

<< 注意 >>

給紙トレイの割り当て設定は、Create!Form 導入環境の設定ファイルに保存されます。

そのため、帳票開発環境 (Design) と運用環境 (PrintStage) の導入環境が異なる場合は、

それぞれの環境で給紙トレイの割り当てを行う必要があります。
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14.Print の活用

Print ランタイムの利用とは、Print ランタイムの本体に帳票資源ファイルとデータファイル

を与えて実行し、PostScript の印刷データを出力するということです。

この印刷データの出力先を特に指定しない場合は、標準出力へ出力されます。しかし、出力先

を任意に指定することでプリンターへ出力したり、ファイルへ保存したりすることもできます。

出力された印刷データをプリンターへ送ることは、Linux システムの印刷環境に依存しており、

それは使用している Linux システムと利用形態によって異なります。

以下に Print の活用方法について説明します。

14-1. 印刷データをファイルに保存

Print ランタイムが生成した印刷データをファイルとして保存することができます。

ランタイムの導入が完了した環境であれば、以下のコマンドをプログラムフォルダーの「doc」

フォルダーで実行することでテストすることができます。

cprint readme.txt > readme.ps

このコマンドを実行し、正常に実行された場合は、約 38KB の PostScript の印刷データファイ

ル [readme.ps] が生成されます。このファイルはそのまま PostScript プリンターへ送ること

のできる印刷データになります。また、このファイルをプリンターへ送った場合は、左下隅に

製品名称が記述され、[readme.txt] の内容が 1枚のページに印刷されます。

14-2. 印刷データをプリンターへ送る

Print ランタイム実行コマンドによって標準出力へ出力された印刷データを、パイプを経由し

てプリンターへ送ることができます。出力先となるプリンター ( プリンター定義、プリント

キュー )へは出力データを PostScript プリンターへそのまま通す (パススルーする )必要が

あります。もし、プリンター定義に PostScript 印刷データを加工してしまうフィルターが登

録されている場合は、正しい印刷結果を得ることができません。フィルターが何も登録されて

いないか、PostScript フィルターが定義されているプリンター定義であれば問題ありません。

既に出力先となるプリンター定義が用意されている場合は、サンプルデータを使用した次のコ

マンドを実行することができます。

・lpr コマンド例

cprint readme.txt | lpr -P プリンター名

これらは前述 1 のファイルに保存した印刷データファイルをプリントコマンドで印刷すること

と同じですが、中間的な印刷データを残す必要がない点が異なります。
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14-3. フィルター登録した専用プリンター定義を使用する

フィルターコマンドを組み込んだ帳票専用プリンター ( プリンター定義、プリンターキュー )

を作成して、プリントコマンドで実行する方法です。この方法は、SystemV 系 UNIX の lp コマ

ンドに cprint をフィルターとして登録し、通常の lp コマンド実行のようにオプションとテキ

ストデータを引数に指定して印刷実行を行うものです。帳票専用プリンターを作成後は、以下

のコマンドを実行することができます。

lp -d プリンター名 -o-sptest readme.txt

※-oはフィルターにオプションを渡すためのlpコマンドに対するオプションです。プリンター

名はデフォルトとして登録する場合は記述する必要はありません。この方法と前述 2 で説明し

た方法は印刷においては全く同じですが、利用形態が通常の lp コマンドのように利用できる

点で異なります。これは例えば、lp コマンドの -c または -n オプションを利用する場合など

です。

※ -c オプションを使用した場合、指定ファイルはスプール領域へコピーされ、ファイルは削

除されます。-n オプションは実行を繰り返し、複数部数の印刷を行います。

前述 1 の方法は、新しい帳票を作成した場合の動作テストとしての実行に向いています。実行

に失敗した場合は、エラーが表示されます。

前述 2 の方法は、最も簡単に印刷実行を行う方法で、全ての UNIX 環境で実行できます。設定

に関しても非常に分かりやすく、シェルを介すことで柔軟な設定も可能となります。

前述 3の方法は、全ての UNIX 環境では行うことはできず、SystemV 系 UNIX では lpadmin によ

る管理環境が必要となります。設定を行うにはある程度のプリンター管理の知識が必要になり

ます。
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